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。
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と
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す
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押
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ゴ
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チ
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。
ジ
ュ
ー

ス
が
出
て
き
た
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
生
ま
れ
て
初
め
て

の
経
験
。
感
激
。

し
か
も
こ
の
自
販
機
。
半
公
共
施
設

の
中
に
あ
り
、
１
５
０
円
で
な
く
１
３

０
円
だ
っ
た
の
で
す
。

何
倍
も
得
を
し
た
感

じ
。
こ
の
運
、
消
え

な
い
う
ち
に
ど
こ
に

使
お
う
か
な
？
。

みち子のひとりごと

当たり！

「奪い合えば足りなくなる、
分け合えば余ってくる」

ーーー旧山古志村（現・長岡市）の復興
3、4、5日に新潟市で開催された自治体学校に参加しました。4日には、「中越

大震災から復興した山古志を訪ねる」分科会に参加し、実際に山古志を見てきまし

た。

2004年10月23日に発生した地震で、全村避難をせざるを得なかったのが旧山

古志村でした。それでも3年間の避難生活後、村に戻ることができました。避難所

は集落単位で設置され、顔見知りで協力し合いやすい、自分たちの村をどうするか

話ができるなど、コミュニティを大事にしたことが人々の気持ちを前向きにさせる

ことになったのだろうということでした。

表題の言葉は、大規模な山崩れによるせき止湖に集落が埋まってしまい、丸ごと

移転を余儀なくされた地区の区長さんの言葉です。彼はまた「大昔の人にかえれば
やれないことはない」とも言われました。彼は「山古志闘牛会会長」でもあり、

「私たちは牛が好きだ。角突きを誇りに思う。・・・

この山古志の地で、再び角突きを続けていくことは、

あの時救ってやれなかった、天に逝った牛たちへの我々

の使命。」という思いで角突きを再興したのだと語ら

れました。

人と人のつながり、ふるさととその文化への愛情が

原動力になり、山古志の復興を支えたのだと感じまし

た。（来週に続きます）



こんにちは松坂みち子です No.141

8月2、3日に開催された「戦争

展」に行きました。実行委員会の

開会挨拶の中で詩が紹介され、心

打たれました。下にご紹介してい

ますので、ぜひご一読ください。

第二次世界大戦で日本国民は大き

な被害を受けました。でもその一方

で、アジア諸国に大きな被害をもた

らした加害の国でもあることを忘れ

ないでいたいと思います。

人に人としての良心をなくさせて

しまう戦争は、絶対におこしてはい

けません。

2013平和のための戦争展わかやま
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縊
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「憲法」担当部員

ポーケン師匠
日本国憲法第９条を自身の信条とする心やさしい平和主

義ながら、史上最強の武道、日本国拳法９段の腕を持つ

武術の達人。カクサン部の規律を保つ風紀委員的な存在

であるが、部員からはむっつりスケベといじられること

も。

（先週の記事で最後が切れていましたので再度載せさせていただ

きます。すみませんでした。）


